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聖
德
太
子
慧
思
後
身
説
の
形
成

 

伊　

吹　
　
　

敦

は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
先
に
松
江
市
の
島
根
縣
民
會
館
で
開
催
さ
れ
た
日
本
印
度
學
佛
教
學
會
第
六
十
四
回
學
術
大
會
に
お
い
て
、「
聖
德
太
子

慧
思
後
身
説
の
誕
生
」
と
題
す
る
發
表
を
行
い
、『
唐
大
和
上
東
征
傳
』（
以
下
、『
東
征
傳
』
と
略
稱
）
の
記
述
を
根
據
に
鑑
眞
が
渡

海
を
決
意
し
た
動
機
を
慧
思
後
身
説
に
求
め
よ
う
と
す
る
説
に
つ
い
て
檢
討
を
行
い
、
そ
れ
が
全
く
據
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た（

１
）。
そ
れ
に
續
く
本
拙
稿
で
は
、
そ
こ
で
は
論
じ
き
れ
な
か
っ
た
二
つ
の
問
題
、
即
ち
、『
大
唐
國
衡
州
衡
山
道
場

釋
思
禪
師
七
代
記
』（『
異
本
上
宮
太
子
傳
』
所
引
。
以
下
、『
慧
思
七
代
記
』
と
略
稱
）
の
成
立
と
慧
思
後
身
説
が
唱
え
ら
れ
る
に
至
っ

た
經
緯
と
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

一　
『
慧
思
七
代
記
』
の
成
立
に
つ
い
て

　

慧
思
後
身
説
が
奈
良
朝
以
前
に
中
國
で
も
行
わ
れ
て
い
た
と
説
く
學
者
が
『
東
征
傳
』
と
と
も
に
論
據
と
す
る
の
が
『
慧
思
七
代
記
』
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で
あ
る
。『
慧
思
七
代
記
』
に
は
、
慧
思
が
日
本
の
王
家
に
轉
生
し
た
と
す
る
記
述
が
見
え
る
が
、
彼
ら
に
據
れ
ば
、
こ
れ
は
中
國
撰

述
に
違
い
な
い
か
ら
、
慧
思
後
身
説
は
中
國
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
『
慧
思
七
代
記
』
が
中
國
で
の
撰
述
か
日
本
に
お
け
る
撰
述
か
は
、
慧
思
後
身
説
の
成
立
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
解
決
し
て
お
く
べ
き
問
題
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
今
日
知
ら
れ
る
『
慧
思
七
代
記
』
の
佚
文
は
、
基
本
的
に
全
て
『
異
本
上
宮
太
子
傳
』
に
引
か
れ
て
い
る
文
章
に
基
づ
く
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
問
題
は
、
そ
の
『
異
本
上
宮
太
子
傳
』
の
引
用
文
が
極
め
て
特
異
な
内
容
を
持
ち
、
し
か
も
、
そ
の
構
成
が

明
確
で
は
な
い
と
い
う
點
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
ず
、
こ
の
問
題
か
ら
着
手
し
よ
う
と
思
う
。

１
．『
慧
思
七
代
記
』
の
内
容
と
構
成

　

先
ず
、『
異
本
上
宮
太
子
傳
』
に
引
か
れ
る
『
慧
思
七
代
記
』
の
佚
文
を
内
容
に
從
っ
て
段
落
分
け
し
つ
つ
掲
げ
れ
ば
次
の
ご
と
く

で
あ
る
。

Ａ
． 

徃
年
西
國
有
一
婆
羅
門
僧
。
其
名
逹
摩
。
此
人
應
化
。
魏
文
帝
即
位
大
和
八
年
歳
次
丁
未
十
月
到
來
漢
地
。
徘
徊
衡
山
。
吟

詠
草
室
。
於
是
達
摩
道
場
之
内
。
六
時
行
道
。
問
思
禪
師
云
。
汝
此
寂
處
幾
年
修
道
。
答
云
。
廿
餘
歳
。
問
。
何
見
靈
驗
。

何
被
威
力
。
答
云
。
不
見
靈
驗
。
不
被
威
力
。
逹
摩
良
久
歎
息
云
。
禪
定
易
厭
。
濁
世
難
離
。
余
忽
遇
素
交
。
永
滅
塵
劫
之

重
罪
。
暫
隨
清
友
。
長
植
來
生
之
勝
因
。
阿
師
阿
師
。
努
力
努
力
。
何
故
化
留
此
山
。
不
遍
十
方
。
所
以
因
果
竝
亡
。
海
東

誕
生
。
彼
國
無
機
。
人
情
麁
惡
。
貪
欲
爲
行
。
殺
害
爲
食
。
宜
令
宣
揚
正
法
。
諌
止
殺
害
。
禪
師
問
云
。
逹
摩
誰
人
。
答
云
。

余
者
虚
空
也
。
相
談
已
訖
。
向
東
先
去
。
聖
容
不
停
。
來
儀
髣
髴
。
禪
師
戀
望
。
朝
夕
啼
泣
。
六
時
行
道
。
年
將
五
十
。
後
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魏
帝
柘
拔
皇
始
元
年
景庚

申
。
永
逝
也
。

Ｂ
．
凡
思
禪
師
到
來
此
山
。
所
由
不
知
。
遠
祖
不
聞
云
々
。

　
　

第
一
代
者
。
生
於
晉
朝
之
許
氏
。
還
到
衡
山
道
場
之
内
。
六
時
行
道
猶
如
魏
代
。

　
　

第
二
代
者
。
生
於
宋
朝
之
崔
氏
。
衡
山
道
場
。
還
到
如
前
。

　
　

第
三
代
者
。
生
於
齊
朝
之
李
氏
。
禪
定
如
前
。

　
　

第
四
代
者
。
生
於
梁
朝
之
韓
氏
。
讀
誦
如
前
。

　
　

第
五
代
者
。
生
於
陳
朝
之
駱
氏
。
懺
悔
如
前
。

　
　

 

第
六
代
者
。
生
於
日（
周
）朝
之
姚
氏
。
種
種
奇
異
如
前
。
身
留
於
第
六
之
生
。
機
候
第
七
之
世
。
生
死
大
空
。
凡
夫
濟
於
苦
海
。

菩
提
純
淨
刹
。
含
類
運
於
覺
路
。
然
則
應
化
之
語
不
忘
也
。
往
生
之
身
不
謬
也
。
所
以
生
倭
國
之
王
家
。
哀
預（
衿
）百
姓
。
棟
梁

三
寶
。

Ｃ
． 

碑
下
題
云
。
倭
州
天
皇
彼
所
聖
化
。
自
聖
人
遷
跡
。
至
于
脩（
隋
）代
以
下
。
禪
師
調
度
・
金
銀
畫
佛
・
肉
舍
利
・
玉
典
微
言
・
香

爐
經
臺
・
水
瓶
錫
杖
・
石
鉢
繩
床
・
松
室
桂
殿
未
傾
未
朽
。
衡
山
道
場
皆
悉
安
置
。
今
代
道
俗
瞻
仰
歸
敬
。

Ｄ
．
李
三
郎
帝
即
位
開
元
六
年
歳
（
２
）

次
戊
午
。
杭
州
錢
唐
館
冩
竟
。

　

な
お
、
吉
田
一
彦
氏
は
、『
異
本
上
宮
太
子
傳
』
に
お
い
て
、
こ
の
後
に
引
か
れ
て
い
る
『
大
唐
傳
戒
師
僧
名
記
傳
』（
以
下
、『
名
記
傳
』

と
略
稱
）
と
『
釋
思
禪
師
遠
忌
傳
』（
以
下
、『
遠
忌
傳
』
と
略
稱
）
も
、
Ｃ
の
「
碑
下
題
」
と
同
樣
に
『
慧
思
七
代
記
』
の
一
部
だ
と

し
て
次
の
よ
う
に
説
く
。
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『
異
本
上
宮
太
子
傳
』
の
構
成
は
、
第
一
部
が
『
上
宮
厩
戸
豐
聰
耳
皇
太
子
傳
』
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
第
二
部
が
『
大
唐
國

衡
州
衡
山
道
場
釋
思
禪
師
七
代
記
』
か
ら
の
引
用
と
い
う
こ
と
に
な
る
（『
大
唐
國
衡
州
衡
山
道
場
釋
思
禪
師
七
代
記
』
が
引
用

す
る
「
碑
下
題
」「
大
唐
傳
戒
師
僧
名
記
傳
」「
釋
思
禪
師
遠
忌
傳
」
が
そ
の
ま
ま
孫
引
き
さ
れ
る
）。
さ
ら
に
、
影
寫
本
に
は
、

續
け
て
『
聖
德
太
子
十
七
憲
章
一
卷

序
註
』
が
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
聖
德
太
子
關
係
史
料
の
一
つ
と
し
て
あ
わ
せ
引
用
せ
ら

れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
を
こ
の
書
の
第
三
部
と
理
解
し
た
い（
３
）。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
し
た
場
合
、『
慧
思
七
代
記
』
に
は
『
名
記
傳
』
と
い
う
日
本
撰
述

書
を
含
む
こ
と
に
な
る
が
、『
慧
思
七
代
記
』
は
中
國
に
お
い
て
既
に
慧
思
後
身
説
が
流
布
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
目
的
で
引
か
れ
て

い
る
は
ず
で
、
中
國
撰
述
た
る
こ
と
を
主
張
す
る
點
に
意
義
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
吉
田
氏
の
よ
う
に
解
し
て
も
、
そ
こ

に
引
か
れ
て
い
る
Ｃ
の
「
碑
下
題
」
を
中
國
撰
述
と
見
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
に
目
的
を
達
せ
ら
れ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ

れ
も
無
理
で
あ
ろ
う
。

　

い
っ
た
い
、
多
く
の
學
者
が
吉
田
氏
と
同
樣
に
Ｃ
を
獨
立
し
た
文
獻
と
し
、
そ
の
引
用
の
末
尾
に
割
註
で
附
さ
れ
た
Ｄ
の
「
李
三
郎

帝
即
位
開
元
六
年
歳
次
戊
午
。
杭
州
錢
唐
館
寫
竟
」
を
Ｃ
の
奥
書
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
當
の
「
碑
」
を
明
示
せ
ず
に
、

そ
の
碑
文
に
附
さ
れ
た
「
題
」
と
そ
の
奥
書
を
示
し
て
も
、
少
し
も
信
憑
性
を
得
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
私
見
に
よ
れ
ば
、

そ
う
で
は
な
く
、
末
尾
の
割
註
Ｄ
は
、
Ｃ
だ
け
で
な
く
、
Ａ
│
Ｃ
の
全
て
、
即
ち
、
こ
こ
で
引
か
れ
て
い
る
『
慧
思
七
代
記
』
の
文
章

全
體
の
奥
書
と
見
做
す
べ
き
で
あ
り
、
Ｃ
に
「
碑
下
題
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
直
前
の
部
分
が
碑
文
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
な
の
で

あ
る
。

　

こ
の
『
慧
思
七
代
記
』
の
文
章
は
、
德
島
本
願
寺
本
の
『
聖
德
太
子
傳
曆
』（
以
下
、「
本
願
寺
本
『
傳
曆
』」
と
略
稱
）
に
も
引
用



─ 5─

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
Ｃ
の
本
文
の
末
尾
に
、
Ｄ
と
は
異
な
る
「
已
上
七
代
碑
文
記
之
」
と
い
う
割
註
が
附
さ
れ
て
い
る（
４
）。
こ
こ

に
「
七
代
碑
文
」
と
い
う
の
は
、
Ｂ
の
慧
思
の
前
生
を
列
擧
し
た
部
分
を
碑
文
と
見
た
こ
と
を
示
し
、
本
願
寺
本
『
傳
曆
』
の
編
者
、

あ
る
い
は
書
寫
者
が
、
私
見
と
同
樣
、「
碑
下
題
」
よ
り
前
の
部
分
を
「
碑
文
」
と
解
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

で
は
、
そ
の
碑
文
は
ど
こ
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
慧
思
の
前
生
を
列
擧
す
る
Ｂ

の
「
第
一
代
者
」
以
降
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ｂ
の
と
こ
ろ
で
テ
ー
マ
が
變
化
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
冒
頭
の
「
凡
思

禪
師
到
來
此
山
。
所
由
不
知
。
遠
祖
不
聞
云
々
」
と
い
う
一
節
の
末
尾
の
「
云
云
」
は
省
略
を
示
す
ご
と
く
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
本

文
の
斷
絶
、
つ
ま
り
、
引
用
に
際
し
て
の
本
文
の
省
略
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
後
を
碑
文
と
見
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
正
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
Ｂ
の
部
分
に
「
還
到
衡
山
道
場
之
内
。
六
時
行
道
猶
如
魏
代
」
と
い
う
の

は
、
Ａ
の
部
分
で
慧
思
が
「
魏
文
帝
」
の
時
代
に
「
道
場
之
内
。
六
時
行
道
」「
禪
師
戀
望
。
朝
夕
啼
泣
。
六
時
行
道
」
と
「
六
時
行
道
」

を
行
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
の
を
承
け
た
記
述
で
、
兩
者
が
一
體
の
關
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
も
し
Ｂ
の
慧
思
の
前
生
を

列
擧
し
た
部
分
の
み
が
碑
文
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
從
っ
て
、
Ａ
の
冒
頭
の
「
往
年
西
國
有
一

姿
羅
門
僧
」
以
下
の
全
て
を
碑
文
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
作
者
は
Ｂ
の
部
分
の
み
を
碑
文
と
し
て
敍
述
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
十
分
な
文
才
が
な
か
っ
た
た
め
、
こ
う
し
た

體
裁
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
達
摩
が
慧
思
に
轉
生
を
勸
め
た
と
い
う
Ａ

の
記
述
そ
の
も
の
が
何
に
基
づ
く
の
か
と
い
う
根
本
的
な
疑
問
を
惹
起
す
る
こ
と
に
な
る
。
從
っ
て
、
原
『
慧
思
七
代
記
』
で
は
、
Ａ

も
含
め
て
古
碑
に
基
づ
く
も
の
だ
と
い
う
形
で
書
か
れ
て
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

最
澄
（
七
六
七
│
八
二
二
）
の
弟
子
、
光
定
も
こ
の
よ
う
に
考
え
た
よ
う
で
、『
傳
述
一
心
戒
文
』
に
お
い
て
、
慧
思
の
前
生
を
列

擧
す
る
部
分
（「
第
一
代
者
」
か
ら
「
不
忘
也
」）
を
省
略
す
る
形
で
Ａ
│
Ｂ
の
部
分
を
引
い
た
後
、
達
摩
と
慧
思
の
相
見
が
「
大
唐
碑
」
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に
書
か
れ
て
い
る
と
し
て
、

　

當
知
。
天
竺
達
磨
聖
人
。
爲
濟
衆
生
。
遊
行
漢
地
。
來
入
日
本
。
大
唐
七
代
思
大
師
。
生
和
王
家
。
登
皇
太
子
。
經
取
西
隣
。

疏
作
和
國
。
御
製
法
華
疏
。
適
在
於
代
。
達
磨
大
師
。
共
思
大
師
。
撃
於
兩
目
。
利
有
情
事
。
載
大
唐
碑
。
諸
有
智
人
。
目
停
傳

碑
耳（

５
）。

と
言
っ
て
い
る
が
、『
慧
思
七
代
記
』
で
達
摩
が
登
場
す
る
の
は
Ａ
の
部
分
の
み
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
、
Ａ
│
Ｂ
の
全
體
を
碑
文

と
見
て
い
た
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
れ
ば
、
現
在
傳
わ
る
『
慧
思
七
代
記
』
の
佚
文
の
構
成
は
、

Ａ
│
Ｂ
．
魏
の
文
帝
の
時
代
に
衡
山
の
道
場
で
修
行
し
て
い
た
慧
思
に
達
摩
が
日
本
へ
の
轉
生
を
勸
め
、
そ
れ
に
應
じ
て
慧
思
が

六
生
に
わ
た
っ
て
衡
山
で
修
行
し
た
後
、
第
七
生
と
し
て
日
本
の
王
族
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
記
す
碑
文
を
提
示
す
る
。

Ｃ
．
そ
の
碑
文
に
附
さ
れ
た
題
記
の
文
章
を
紹
介
す
る
。

Ｄ
．
上
記
の
Ａ
│
Ｃ
が
開
元
六
年
（
七
一
八
）
に
杭
州
で
書
寫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
奥
書
を
提
示
す
る
。

と
い
う
三
つ
の
部
分
か
ら
成
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
Ａ
│
Ｂ
の
碑
文
の
内
容
は
甚
だ
し
く
荒
唐
無
稽
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
信
憑
性
が

疑
わ
れ
る
の
は
當
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
信
憑
性
を
印
象
づ
け
る
必
要
が
あ
っ
て
Ｃ
で
題
記
が
提
示
さ
れ
、
最
後
に
こ
の
碑
文
と

題
記
が
中
國
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
Ｄ
が
附
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
慧
思
七
代
記
』
の
こ
の
佚
文
は
、
全
體
と
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し
て
、
慧
思
の
七
代
に
亙
る
轉
生
、
聖
德
太
子
が
そ
の
後
身
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
轉
生
へ
の
達
摩
の
關
與
の
三
つ
が
史
實
で
あ
る
こ
と

を
主
張
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る

２
．
内
容
か
ら
見
た
『
慧
思
七
代
記
』
の
成
立

　

上
に
『
慧
思
七
代
記
』
の
佚
文
の
構
成
に
つ
い
て
一
瞥
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
中
心
が
慧
思
後
身
説
の
證
據
と
さ
れ
る
Ａ

│
Ｂ
の
碑
文
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
碑
文
な
る
も
の
が
杜
撰
極
ま
り
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ

の
内
容
を
少
し
で
も
檢
討
し
て
み
れ
ば
、
す
ぐ
に
明
ら
か
と
な
る
。

　

先
ず
、
Ａ
の
部
分
に
つ
い
て
言
え
ば
、
達
摩
が
中
國
に
來
た
の
を
魏
の
文
帝
の
太
和
八
年
丁
未
と
し
、
慧
思
が
五
十
歳
で
歿
し
た
の

を
後
魏
（
北
魏
）
の
皇
始
元
年
丙
申
と
し
て
い
る
が
、
魏
の
太
和
（
二
二
七
│
二
三
三
）
は
七
年
ま
で
で
、
太
和
八
年
は
存
在
し
な
い

う
え
に
、
太
和
は
文
帝
（
在
位
二
二
〇
│
二
二
六
）
で
は
な
く
て
明
帝
（
在
位
二
二
六
│
二
三
九
）
の
年
號
で
あ
る
。
一
方
、
北
魏
の

皇
始
元
年
丙
申
（
三
九
六
）
は
存
在
す
る
が
、
達
摩
に
轉
生
を
勸
め
ら
れ
た
魏
の
太
和
年
間
か
ら
百
七
十
年
も
後
の
こ
と
で
、
五
十
歳

で
歿
し
た
と
い
う
記
載
と
合
わ
な
い
。

　

次
に
Ｂ
の
部
分
で
は
、
慧
思
の
前
生
で
衡
山
で
修
行
し
た
第
一
代
を
晉
（
西
晋
：
二
六
五
│
三
一
六
、
東
晉
：
三
一
七
│
四
二
〇
）

の
許
氏
、
そ
の
後
、
第
二
代
、
第
三
代
、
第
四
代
、
第
五
代
を
、
そ
れ
ぞ
れ
南
朝
の
宋
（
四
二
〇
│
四
七
九
）
の
崔
氏
、
齊
（
四
七
九

│
五
〇
二
）
の
李
氏
、
梁
（
五
〇
二
│
五
五
七
）
の
韓
氏
、
陳
（
五
五
八
│
五
八
九
）
の
駱
氏
と
し
、
そ
の
後
、
第
六
代
と
し
て
北
周

（
五
五
六
│
五
八
一
）
の
姚
氏
に
生
ま
れ
、
最
後
に
第
七
生
と
し
て
日
本
の
王
家
に
生
ま
れ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
轉
生
自
體
は
い
か

に
も
不
自
然
で
は
あ
る
が
、
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
南
嶽
慧
思
が
轉
生
し
て
聖
德
太
子
に
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
第
六
生
は
南

嶽
慧
思
（
五
一
五
│
五
七
七
）
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、『
續
高
僧
傳
』
の
「
陳
南
岳
衡
山
釋
慧
思
傳
」
に
は
、
慧
思
の
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出
身
を
武
津
の
李
氏
と
し
、
そ
の
入
寂
を
「
陳
太
建
九
年
六
月
二
十
二
日
」「
春
秋
六
十
有
四
」
と
明
記
し
て
お
り（
６
）、
こ
れ
に
據
れ
ば
、

慧
思
の
生
年
は
北
魏
の
延
昌
四
年
（
五
一
五
）
と
な
る
か
ら
、
こ
の
碑
文
が
第
六
代
を
北
周
の
姚
氏
と
す
る
の
と
合
わ
な
い
。

　

こ
れ
で
は
餘
り
に
辻
褄
が
合
わ
な
い
の
で
、
こ
の
碑
文
は
慧
思
の
前
生
だ
け
を
記
し
た
も
の
で
、
第
七
生
が
慧
思
、
第
八
生
が
聖

德
太
子
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
生
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
最
澄
が
採
用
す
る
説
が
こ
れ
で
あ
っ
て
、
法
空
撰
の
『
上
宮
太
子
拾
遺
記
』

（
一
三
一
四
年
）
に
據
れ
ば
、
彼
の
失
わ
れ
た
著
作
、『
天
台
法
華
宗
付
法
緣
起
』（
以
下
、『
付
法
緣
起
』
と
略
稱
）
で
は
、
Ｂ
の
部
分

を
引
い
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
た
と
い
う
。

　

余
案
此
傳
文
。
似
周
世
所
傳
。
未
陳
第
七
生
所
修
行
事
故
。
謹
案
續
高
僧
傳
第
十
七
云
。
釋
惠
思
。
俗
姓
李
氏
。
武
津
人
也
。

驗
知
第
七
代
者
生
於
陳
朝
之
李
氏
住
南
岳
修
行
也
。
此
生
禪
師
諱
惠
思
。
其
惠
思
後
身
即
我
上
宮
也
。
以
之
計
挍
。
先
七
生
剋
於

大
唐
。
第
八
生
託
於
日
本
也
文
（
７
）

。

　

つ
ま
り
、
最
澄
は
、『
續
高
僧
傳
』「
慧
思
傳
」
の
記
述
を
知
っ
て
い
た
が
た
め
に
、
こ
の
碑
文
を
文
面
の
ま
ま
に
は
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ず
、
北
周
の
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
慧
思
が
第
七
生
と
し
て
陳
の
武
津
の
李
氏
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
は
未
だ
觸

れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
解
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

確
か
に
こ
の
よ
う
に
解
さ
な
く
て
は
、
慧
思
後
身
説
は
成
立
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
が
、『
慧
思
七
代
記
』
の
「
身
留
於
第
六
之
生
。

機
候
第
七
之
世
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
よ
う
な
解
釋
を
許
さ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
假
に
そ
の
よ
う
に
解
し
得
る
と
し
て
も
、
第
六
代

が
北
周
の
人
で
あ
れ
ば
、
第
七
代
は
そ
れ
以
降
と
な
り
、
慧
思
の
生
年
と
の
齟
齬
は
い
よ
い
よ
大
き
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
を
如

何
と
も
し
よ
う
も
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
こ
の
碑
文
が
い
か
に
杜
撰
な
も
の
か
が
分
か
る
が
、
そ
の
根
本
原
因
は
、
撰
者
が
慧
思
の
俗
姓
と
生
歿

年
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
撰
者
が
中
國
の
知
識
人
で
あ
れ
ば
あ
り
得
な

い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
端
的
に
言
え
ば
、
こ
の
碑
文
は
、
歷
史
を
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
な
く
、
當
面
、
讀
者
に
眞
實
ら
し
く
見
え
れ
ば
そ

れ
で
い
い
と
い
う
程
度
の
認
識
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
Ｃ
の
内
容
に
つ
い
て
檢
討
し
て
み
た
い
。
Ｃ
は
、
そ
の
冒
頭
に
「
倭
州
天
皇
彼
所
聖
化
」
と
い
う
よ
う
に
、
Ａ
│
Ｂ
の
碑
文
末

尾
の
「
所
以
生
倭
國
之
王
家
。
哀
衿
百
姓
。
棟
梁
三
寶
」
と
い
う
記
述
を
承
け
て
、
慧
思
が
日
本
の
王
家
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
補
強
す

る
こ
と
が
第
一
の
目
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
記
述
を
見
る
と
、
慧
思
が
い
か
に
偉
大
な
人
物
で
今
日
も
中
國
で
尊
ば

れ
て
い
る
か
を
示
さ
ん
と
す
る
こ
と
も
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

Ａ
│
Ｂ
の
碑
文
は
、
當
然
の
こ
と
な
が
ら
衡
山
に
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
附
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
Ｃ

の
題
記
は
、
明
ら
か
に
衡
山
以
外
に
お
い
て
こ
そ
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
慧
思
が
日
本
の
王
家
に
生
ま
れ
た
と
い
う
記
述
は
衡
山

に
お
い
て
も
慧
思
の
轉
生
譚
と
し
て
十
分
に
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
後
の
記
述
、
即
ち
、
慧
思
の
遺
品
が
衡
山
の
道
場
に
安

置
さ
れ
て
膽
仰
を
受
け
て
い
る
と
い
う
記
述
は
、
も
し
そ
れ
が
事
實
で
あ
れ
ば
衡
山
で
は
周
知
の
は
ず
で
、
改
め
て
こ
れ
を
強
調
す
る

意
味
が
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
題
記
は
、
衡
山
以
外
で
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
そ
れ
は
ど

こ
か
。

　

可
能
性
と
し
て
は
Ｄ
で
言
及
さ
れ
る
杭
州
も
考
え
ら
れ
る
が
、
Ａ
│
Ｂ
の
碑
文
そ
の
も
の
が
中
國
人
の
著
作
と
認
め
が
た
い
以
上
、

Ｃ
自
體
が
言
及
す
る
「
倭
州
」、
即
ち
日
本
と
考
え
る
の
が
當
然
で
あ
ろ
う
。
當
時
の
日
本
人
が
南
嶽
慧
思
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、『
異
本
上
宮
太
子
傳
』
が
『
慧
思
七
代
記
』
の
後
に
『
名
記
傳
』
や
『
遠
忌
傳
』
を
引
い
て
い
る
こ
と

か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
文
獻
は
正
し
く
慧
思
の
事
蹟
を
日
本
に
廣
め
る
と
と
も
に
、
日
本
人
に
慧
思
が
今
日
も
中
國
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で
尊
敬
を
集
め
て
い
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
目
的
で
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

Ａ
│
Ｂ
の
碑
文
が
中
國
人
の
著
述
で
な
く
、
こ
れ
と
不
可
分
の
關
係
に
あ
る
Ｃ
が
日
本
で
日
本
人
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る

と
す
る
と
、『
慧
思
七
代
記
』
そ
の
も
の
が
日
本
人
の
僞
撰
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
Ａ
│
Ｂ
の
碑
文
が
、
歷
史
を
十
分
に
調
査
す
る

こ
と
な
く
、
ま
た
、
慧
思
の
俗
姓
や
生
歿
年
を
知
ら
な
い
ま
ま
に
書
か
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
作
者
が
日
本
人
で
あ
っ
た
か
ら
と
考
え

れ
ば
合
點
が
い
く（
８
）。

　

當
時
の
日
本
人
の
歷
史
認
識
に
つ
い
て
は
、
小
野
妹
子
を
遣
隋
使
と
し
て
派
遣
す
る
際
に
、
聖
德
太
子
が
曾
て
前
生
で
受
持
し
て
い

た
『
法
華
經
』
を
探
し
求
め
さ
せ
、
そ
れ
を
將
來
さ
せ
た
と
い
う
説
話
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
説
話
は
淡
海
三
船
の
詩
「
扈

從
聖
德
宮
寺
」
の
序
文
（
七
六
七
年
）
や（
９
）、
思
託
撰
「
上
宮
太
子
菩
薩
傳
」（『
延
曆
僧
錄
』
所
收
。
七
八
八
年
）
に
早
く
も
見
え
る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
説
が
唱
え
ら
れ
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
現
在
、
東
京
國
立
博
物
館
所
藏
と
な
っ
て
い
る
唐
寫
本
の
『
細
字

法
華
經
』
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、「
上
宮
太
子
菩
薩
傳
」
に
は
、

次
發
使
往
南
嶽
。
取
先
世
持
誦
法
花
七
卷
一
部
。
一
部
一
卷
成
小
書
。
沈
香
函
盛
經
至
。
即
作
疏
四
卷
釋
經）
10
（

。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
小
書
」
の
『
法
華
經
』
こ
そ
、
現
存
す
る
『
細
字
法
華
經
』
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る）
11
（

。

　

こ
の
寫
本
は
長
壽
三
年
（
六
九
四
）
に
李
元
惠
と
い
う
人
が
書
寫
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
天
平
九
年
（
七
三
七
）
に
光
明
皇
后
に
よ
っ

て
、
聖
德
太
子
の
遺
品
と
し
て
法
隆
寺
に
施
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
に
聖
德
太
子
所
持
の
經
だ
と
の
傳
承
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る）
12
（

。
從
っ
て
、
淡
海
三
船
や
思
託
の
説
は
そ
の
展
開
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
聖
德
太
子
の
歿
年
（
六
二
二
年
）
か
ら
見
て
、
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こ
の
寫
本
が
そ
の
所
持
本
で
あ
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
認
識
が
生
じ
た
と

い
う
こ
と
は
、
當
時
の
日
本
人
の
中
國
史
に
對
す
る
理
解
が
い
か
に
低
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う）
13
（

。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
Ｄ
の
奥
書
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
も
見
え
て
く
る
。
こ
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
信
ず
れ
ば
、
Ａ
│

Ｂ
の
碑
文
と
Ｃ
の
題
記
は
、
開
元
六
年
（
七
一
八
）
以
前
に
中
國
の
杭
州
邊
り
で
流
布
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
上
に
論
じ
て
き
た

こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
は
事
實
で
は
あ
り
得
な
い
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
奥
書
が
附
さ
れ
た
理
由
は
想
像
が
つ
く
。
と
い
う
の
は
、「
杭

州
」
は
、
當
時
、
遣
唐
使
が
し
ば
し
ば
立
ち
寄
っ
た
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
正
し
く
こ
の
開
元
元
年
に
道
慈
ら
を
乘
せ
た
遣
唐
使
船
が

歸
朝
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
從
っ
て
、
こ
の
記
述
は
、
こ
の
碑
文
と
題
記
を
こ
の
時
の
遣
唐
使
一
行
の
中
の
何
人
か
が
杭
州
で
書
寫

し
て
日
本
に
齎
し
た
も
の
だ
と
主
張
す
る
こ
と
で
、
そ
の
内
容
の
信
憑
性
を
高
め
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
『
慧
思
七
代
記
』
の
佚
文
全
體
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
Ａ
│
Ｂ
を
碑
文
と
す
る
の
は
、
そ
の
内
容
が
古
い
傳
承
で
あ
る
と

主
張
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
附
加
さ
れ
た
Ｃ
と
Ｄ
は
、
そ
の
碑
文
が
中
國
に
實
在
す
る
こ
と
の
證
據
と
し
て
提
示
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
虚
僞
の
證
據
を
創
作
し
、
そ
れ
を
重
ね
て
い
る
作
者
の
態
度
か
ら
、
Ａ
│
Ｂ
の
内
容
が
、

當
時
の
日
本
に
お
い
て
は
い
ま
だ
定
着
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
普
及
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
っ
と
も
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
慧
思
後
身
説
が
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
書
以
前
の
作

と
見
ら
れ
る
思
託
の
『
名
記
傳
』
や
淡
海
三
船
の
詩
「
扈
從
聖
德
宮
寺
」
に
、
既
に
こ
れ
が
説
か
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
一
部
に

お
い
て
こ
れ
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
從
っ
て
、
從
來
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
慧
思
後
身
説
の
信
憑
性
を
高

め
る
と
と
も
に
、
こ
こ
で
新
た
に
提
出
さ
れ
た
達
摩
が
慧
思
に
日
本
へ
の
轉
生
を
勸
め
た
と
い
う
説
話
、
な
ら
び
に
慧
思
が
轉
生
し
た

七
代
を
列
擧
す
る
點
こ
そ
が
本
書
の
新
し
い
主
張
で
あ
り
、
そ
れ
を
廣
め
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
目
的
が
あ
っ
た
と
見
做
す
べ
き
で
あ

る
。
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な
お
、『
異
本
上
宮
太
子
傳
』
で
は
、
附
録
の
『
慧
思
七
代
記
』
だ
け
で
な
く
、「
聖
徳
太
子
傳
」
そ
の
も
の
、
即
ち
、『
上
宮
厩
戸

豐
聰
耳
皇
太
子
傳
』（
以
下
、『
厩
戸
皇
太
子
傳
』
と
略
稱
）
で
も
、
聖
德
太
子
が
片
岡
山
で
出
逢
っ
た
飢
人
に
つ
い
て
「
彼
飢
者
蓋
是

達
摩
歟
」
と
い
う
割
註
が
さ
れ
て
い
る
が）
14
（

、
別
に
論
ず
る
よ
う
に
、『
厩
戸
皇
太
子
傳
』
の
作
者
は
東
大
寺
明
一
（
七
二
八
│
七
九
八
）

で
あ
り
、
そ
の
後
に
參
考
文
獻
と
し
て
『
慧
思
七
代
記
』『
名
記
傳
』『
遠
忌
傳
』
等
を
附
し
て
『
異
本
上
宮
太
子
傳
』
を
編
纂
し
た
の

も
明
一
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
か
ら）
15
（

、
明
一
自
身
が
『
慧
思
七
代
記
』
に
基
づ
い
て
片
岡
山
の
飢
人
を
そ
の
よ
う
に
理
解
し
、
そ
れ
を

注
記
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

二　

慧
思
後
身
説
の
創
唱
と
そ
の
目
的

１
．
鑑
眞
一
門
創
唱
説
の
再
確
認
と
そ
の
問
題
點

　

上
に
論
じ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
奈
良
時
代
以
前
に
お
い
て
中
國
で
慧
思
後
身
説
、
あ
る
い
は
慧
思
が
日
本
に
轉
生
し
た

と
す
る
説
話
が
流
布
し
て
い
た
と
い
う
説
は
、
い
ず
れ
も
極
め
て
脆
弱
な
論
據
に
基
づ
く
も
の
で
、
信
ず
る
に
足
り
な
い
も
の
な
の
で

あ
る
。
で
は
、
こ
の
説
の
起
源
は
ど
こ
に
求
め
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

慧
思
後
身
説
が
成
立
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
に
慧
思
自
身
の
轉
生
願
望
が
あ
る
。
こ
れ
を
最
初
に
強
調
し

た
の
は
飯
田
瑞
穗
氏
で
あ
っ
て
、

１
．『
天
台
智
者
大
師
別
傳
』
で
は
、
慧
思
が
弟
子
の
智
顗
に
初
め
て
出
逢
っ
た
時
、
前
世
に
お
い
て
佛
が
『
法
華
經
』
を
説
く

の
を
二
人
で
一
緒
に
聞
い
た
こ
と
を
語
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
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２
．『
續
高
僧
傳
』
の
「
慧
思
傳
」
で
は
、
慧
思
が
南
岳
に
到
着
し
た
時
、
前
世
に
お
い
て
も
こ
こ
で
修
行
し
た
と
言
い
、
そ
の

時
の
遺
跡
を
示
し
た
と
さ
れ
、
ま
た
、
入
寂
に
際
し
て
も
歿
後
に
お
け
る
轉
生
を
仄
め
か
す
發
言
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

３
．
杜
朏
が
撰
述
し
た
『
南
岳
思
禪
師
法
門
傳
』
で
は
、
入
寂
に
際
し
て
、
弟
子
の
質
問
に
答
え
て
無
佛
法
處
に
生
ま
れ
て
布
教

を
行
い
た
い
と
い
う
願
望
を
語
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

等
の
事
實
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
た
。

　

慧
思
の
傳
記
を
檢
討
し
た
結
果
、
慧
思
に
は
過
去
の
轉
生
の
所
傳
が
あ
り
、
更
に
「
無
佛
法
處
」
に
生
ま
れ
て
行
化
せ
ん
と
の

遺
言
も
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
て
、
轉
生
の
傳
説
に
發
展
し
易
い
條
件
が
備
は
っ
て
ゐ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
方
、
太
子
の
方

に
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
佛
法
興
隆
・
三
經
義
疏
撰
述
な
ど
の
佛
教
關
係
の
大
き
な
事
蹟
は
あ
る
が
、
必
然
的
に
前
生
譚
に
結
び

つ
き
さ
う
な
要
素
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
慧
思
と
太
子
の
結
び
つ
き
は
、
云
は
ば
慧
思
の
側
か
ら
伸
び
て
き
た

糸
が
、
太
子
に
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
は
ま
づ
考
へ
ら
れ
ま
い）

16
（

。

　

確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
慧
思
が
轉
生
を
願
っ
た
と
い
う
所
傳
が
い
か
に
廣
く
流
布
し
て
も
、
慧
思
後
身
説
が
成
立
す
る
た
め
に

は
、
そ
れ
が
聖
德
太
子
と
結
び
つ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
中
國
に
あ
っ
て
は
、
慧
思
が
轉
生
を
願
っ
た
、
あ
る
い
は
轉
生
し

た
と
す
る
記
述
は
豊
富
に
見
ら
れ
て
も
、
日
本
に
轉
生
し
た
、
あ
る
い
は
聖
德
太
子
と
し
て
轉
生
し
た
と
す
る
記
述
は
皆
無
で
あ
る
。

中
國
に
お
い
て
聖
德
太
子
の
存
在
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
以
上
、
慧
思
後
身
説
が
中
國
で
生
み
出
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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從
っ
て
、
こ
の
説
は
日
本
で
生
み
出
さ
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
で
は
、
そ
れ
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
に
よ
っ

て
、
ど
う
い
う
目
的
で
唱
え
ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

慧
思
後
身
説
を
説
く
最
初
期
の
資
料
で
撰
者
が
明
ら
か
な
も
の
を
、
ほ
ぼ
成
立
の
順
に
掲
げ
れ
ば
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
な
る）
17
（

。

１
．
思
託
撰
『
名
記
傳
』（
七
六
三
年
前
後）
18
（

）

２
．
法
進
（
七
〇
九
│
七
七
八
）
撰
『
梵
網
經
註
』（
成
立
年
未
詳
）

３
．
淡
海
三
船
撰
「
扈
從
聖
德
宮
寺
」
詩
（
七
六
七
年
）

４
．
敬
明
撰
『
慧
思
七
代
記
』（
七
七
一
年
）

５
．
淡
海
三
船
撰
『
東
征
傳
』（
七
七
九
年
）

６
．
思
託
撰
「
上
宮
太
子
菩
薩
傳
」（『
延
曆
僧
錄
』
所
收
。
七
八
八
年
）

７
．
明
一
撰
『
厩
戸
皇
太
子
傳
』（
七
七
一
│
七
九
八
年
の
間
）

８
．
壽
靈
撰
『
五
教
章
指
事
』（
八
〇
〇
年
前
後
）

　

思
託
や
淡
海
三
船
は
、
い
ず
れ
も
鑑
眞
の
弟
子
で
あ
り
、
敬
明
は
四
天
王
寺
の
僧
、
明
一
と
壽
靈
（
生
歿
年
未
詳
）
は
東
大
寺
の
僧

で
あ
る
か
ら
、
慧
思
後
身
説
は
、
先
ず
鑑
眞
の
弟
子
た
ち
の
間
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
次
第
に
周
圍
に
廣
ま
っ
て
い
っ
た

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
從
っ
て
、
鑑
眞
、
或
い
は
そ
の
弟
子
た
ち
を
こ
の
説
話
の
作
者
に
擬
す
る
辻
氏
以
來
の
説
は
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
成
立
時
期
は
鑑
眞
の
生
前
に
遡
る
可
能
性
が
強
い
。
で
は
、
そ
の
經
緯
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
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こ
れ
に
つ
い
て
辻
氏
は
、『
延
曆
僧
錄
』
所
收
の
思
託
の
自
傳
、「
從
高
僧
沙
門
釋
思
託
傳
」
に
、

　

後
眞
和
上
、
移
住
唐
寺
。
被
人
謗

。
思
託
述
和
上
行
記
。
兼
請
淡
海
眞
人
元
開
、
述
和
上
東
行
傳
荃
、
則
揚
先
德
、
流
芳
後

昆）
19
（

。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
根
據
に
、
當
時
、
律
寺
の
建
立
に
つ
い
て
一
部
で
鑑
眞
を
批
判
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
か
わ

す
た
め
に
思
託
が
『
名
記
傳
』
を
著
し
て
慧
思
後
身
説
を
唱
え
た
の
だ
と
主
張
し
て
い
る）
20
（

。
要
す
る
に
、
こ
の
説
話
は
、

ａ
．
聖
德
太
子
が
二
百
年
後
に
日
本
に
戒
律
が
興
る
と
豫
言
し
た
の
に
呼
應
す
る
の
が
鑑
眞
の
渡
海
で
あ
る
。

ｂ
．
鑑
眞
は
、
聖
德
太
子
の
前
身
で
あ
る
慧
思
の
法
、
つ
ま
り
天
台
宗
の
傳
承
者
で
も
あ
る
。

と
い
う
二
つ
の
點
で
鑑
眞
の
擁
護
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

飯
田
瑞
穗
氏
は
、
種
々
の
可
能
性
を
檢
討
し
た
上
で
、
最
終
的
に
は
辻
氏
の
説
の
追
認
す
る
に
至
っ
た
が
、
そ
の
根
據
と
し
て
、
鑑

眞
一
門
が
「
後
身
説
の
創
作
に
よ
っ
て
現
實
へ
の
效
果
を
期
待
し
、
そ
の
こ
と
に
利
害
關
係
を
有
す
る
立
場
に
も
あ
っ
た
」
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る）
21
（

。
確
か
に
、
鑑
眞
が
二
重
の
意
味
で
日
本
の
教
主
で
あ
る
聖
德
太
子
と
密
接
な
關
係
に
あ
る
と
い
う
主
張
は
鑑
眞
の
社
會

的
地
位
を
保
障
す
る
も
の
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
對
し
て
藏
中
進
氏
は
、「
從
高
僧
沙
門
釋
思
託
傳
」
の
記
述
に
つ
い
て
、
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し
か
し
、「
被
人
謗

」
と
「
思
託
述
和
上
行
記
」
と
の
間
を
、
因
果
關
係
を
も
つ
て
結
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
必
然
性
に
は
乏
し
い
。

む
し
ろ
「
思
託
述
和
上
行
記
」
は
こ
れ
に
續
く
「
兼
請
淡
海
眞
人
元
開
述
和
上
東
行
傳
荃
」
の
方
に
こ
そ
接
續
す
べ
き
も
の
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
思
託
傳
は
、
鑑
眞
が
唐
（
招
提
）
寺
に
移
住
し
て
、
人
に
誹
謗
さ
れ
た
、
と
は
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
憤
慨

0

0

0

0

0

し
て

0

0

「
和
上
行
記
」
の
筆
を
執
つ
た
と
は
記
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
人
に
誹
謗
さ
れ
た
の
で
憤
慨
し
て
筆
を
執
つ
た
、
と

解
し
た
た
め
に
、「
廣
傳
」
は
鑑
眞
示
寂
（
天
平
寶
字
七
年
│
七
六
三
│
）
以
前
に
す
で
に
書
か
れ
て
い
た
と
す
る
説
も
生
じ
て

く
る）
22
（

。

と
論
じ
、
鑑
眞
へ
の
批
判
と
『
名
記
傳
』（
藏
中
氏
は
「
廣
傳
」
と
呼
ぶ
）
の
撰
述
は
特
に
結
び
つ
け
る
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
思
託
が
『
名
記
傳
』
を
著
し
た
理
由
が
鑑
眞
の
顯
彰
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ
れ
が
間
接
的
に
鑑
眞
批
判
を
封
じ
る

役
割
を
果
た
す
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
藏
中
氏
は
否
定
す
る
が
、『
名
記
傳
』
の
述
作
が
鑑
眞
の
生
前
に
着
手
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分

に
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

た
だ
、『
名
記
傳
』
の
目
的
は
あ
く
ま
で
も
鑑
眞
の
顯
彰
で
あ
っ
て
慧
思
後
身
説
の
創
唱
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
結
果
的

に
そ
こ
に
盛
ら
れ
た
慧
思
後
身
説
が
そ
れ
に
大
い
に
役
立
っ
た
と
し
て
も
、
慧
思
後
身
説
を
創
唱
し
た
目
的
が
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
そ
も
そ
も
、『
名
記
傳
』
を
撰
述
す
る
に
當
た
っ
て
慧
思
後
身
説
が
唱
え
出
さ
れ
た
と
い
う
證
據
は
ど
こ

に
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
、
慧
思
後
身
説
が
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
を
『
名
記
傳
』
の
述
作
に
當
た
っ
て
取

り
込
ん
だ
と
考
え
る
方
が
遙
か
に
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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２
．
慧
思
後
身
説
提
唱
の
經
緯

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
先
に
論
じ
た
鑑
眞
渡
海
の
動
機
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
鑑
眞
は
佛
教
有
縁
の
國
で
あ
る
日
本
に
天
台

宗
を
廣
め
よ
う
と
し
て
渡
海
を
決
意
し
た
の
で
あ
っ
た）
23
（

。
だ
と
す
れ
ば
、
來
日
し
た
鑑
眞
や
弟
子
た
ち
が
、
か
つ
て
榮
叡
が
語
っ
て
い

た
聖
德
太
子
の
事
蹟
を
詳
し
く
知
り
、
慧
思
の
歿
年
と
聖
德
太
子
の
生
年
の
お
お
よ
そ
の
一
致
か
ら
「
轉
生
」
と
い
う
形
で
兩
者
を
結

び
付
け
、
日
本
に
お
け
る
天
台
宗
の
普
及
を
圖
っ
た
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
あ
り
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
推
定
に
基
づ
け
ば
、

慧
思
後
身
説
は
鑑
眞
の
歿
年
前
後
の
成
立
と
見
ら
れ
る
『
名
記
傳
』
に
先
立
っ
て
鑑
眞
の
周
邊
で
唱
え
ら
れ
て
い
た
と
見
做
す
べ
き
で

あ
る
。

　

鑑
眞
が
天
台
三
大
部
を
初
め
と
す
る
天
台
宗
の
主
要
典
籍
を
齎
し
た
こ
と
は
『
東
征
傳
』
に
明
記
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
し）
24
（

、
弟
子
た

ち
が
天
台
宗
を
も
っ
て
自
認
し
て
い
た
こ
と
は
、

１
．「
上
宮
皇
太
子
菩
薩
傳
」（『
延
曆
僧
錄
』
所
收
）
や
『
名
記
傳
』
が
「
天
台
沙
門
思
託
」
の
撰
號
で
傳
わ
っ
て
お
り）
25
（

、
ま
た
、

『
東
征
傳
』
に
お
い
て
思
託
が
「
天
台
僧
思
託
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と）
26
（

。

２
．
法
進
の
著
作
、『
沙
彌
十
戒
并
威
儀
經
疏
』
に
は
、
註
釋
對
象
の
經
典
、『
沙
彌
十
戒
威
儀
經
』
の
内
容
を
踏
み
超
え
て
、
天

台
教
學
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
り
、
智
顗
を
稱
揚
し
た
り
す
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
こ
と）
27
（

。

等
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
推
知
で
き
る
。
こ
れ
ら
も
、
彼
ら
の
渡
來
の
重
要
な
目
的
の
一
つ
が
天
台
宗
の
弘
布
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も

の
と
言
え
る
。
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最
澄
は
、
道
璿
（
七
〇
二
│
七
六
〇
）
や
法
進
の
著
作
に
よ
っ
て
天
台
教
學
に
關
心
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
鑑
眞
將
來
の
天

台
三
大
部
の
存
在
を
知
る
に
及
ん
で
、
自
ら
の
立
場
を
確
立
し
て
日
本
天
台
宗
の
開
宗
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
全
て
鑑
眞
と
弟

子
た
ち
の
天
台
宗
弘
布
活
動
の
結
果
と
見
做
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
鑑
眞
の
渡
海
の
動
機
を
「
慧
思
信
仰
」
に
よ
る
「
聖
跡
へ
の
巡
禮）
28
（

」
と
見
る
王
勇
氏
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、

　

か
く
し
て
、
鑑
眞
の
將
來
し
た
天
台
教
典
は
、
最
澄
の
天
台
學
へ
の
開
眼
を
通
じ
て
、
日
本
天
台
宗
の
創
設
に
つ
な
が
っ
て
い

く
。
し
か
し
、
鑑
眞
僧
團
が
布
教
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
天
台
教
典
を
も
た
ら
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
最
澄
の

登
場
ま
で
に
、
こ
れ
ら
の
經
疏
は
、『
參
議
伴
國
道
書
』
に
「
物
機
の
熟
せ
ざ
る
を
以
て
、
緘
封
し
て
世
に
傳
は
る
こ
と
無
し
」

と
あ
る
よ
う
に
、
世
間
に
は
流
布
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。『
元
亨
釋
書
』
に
、「
勝
寶
の
間
に
、
鑑
眞
、
台
宗
の
章
疏
を
挾
し
て

來
た
り
。
時
に
偉
器
な
か
れ
ば
、
た
だ
函
藏
す
る
の
み
」と
あ
る
の
も
、
傍
證
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に『
三
國
佛
法
傳
通
緣
起
』に「
鑑

眞
和
尚
、
既
に
台
宗
を
此
の
國
に
傳
へ
れ
ど
、
未
だ
講
敷
を
廣
め
ず
、
先
に
戒
律
を
弘
む
」
と
あ
っ
て
、
鑑
眞
僧
團
に
よ
る
傳
教

が
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る）

29
（

。

と
言
い
、
更
に
は
、

　

榮
叡
と
の
對
話
お
よ
び
日
本
將
來
の
天
台
經
典
に
み
ら
れ
る
鑑
眞
の
慧
思
信
仰
は
、
た
し
か
に
天
台
宗
的
な
要
素
を
多
く
含
ん

で
は
い
る
が
、
そ
れ
が
結
果
的
に
日
本
天
台
宗
の
創
立
を
誘
發
し
た
こ
と
は
、
鑑
眞
の
豫
想
し
な
か
っ
た
展
開
で
あ
ろ
う
。
鑑
眞

が
天
台
宗
の
第
五
祖
（
第
四
祖
）
で
あ
っ
た
こ
と
、
弟
子
ら
が
天
台
の
經
典
を
宣
揚
し
た
こ
と
な
ど
は
、
中
國
側
か
ら
見
れ
ば
、
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い
ず
れ
も
日
本
側
の
、
あ
る
い
は
日
本
天
台
宗
側
の
創
り
上
げ
た
鑑
眞
僧
團
の
虚
像
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い）
30
（

。

と
ま
で
極
論
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、『
參
議
伴
國
道
書
』（
八
二
五
年
、『
天
台
霞
標
』
七
編
卷
之
一
所
收
）
は
最
澄
の
德
を
讚
え
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
氏
の
引
く
記
述
は
、
最
澄
が
天
台
三
大
部
に
着
目
し
た
劃
期
性
を
強
調
す
る
た
め
の
文
飾
と
見
做
し
う
る
も
の
で
あ
る
し
、

凝
然
（
一
二
四
〇
│
一
三
二
一
）
の
『
三
國
佛
法
傳
通
緣
起
』（
一
三
一
一
年
）
や
虎
關
師
鍊
（
一
二
七
八
│
一
三
四
六
）
の
『
元
亨
釋
書
』

（
一
三
二
二
年
）
は
、
鎌
倉
時
代
の
學
僧
た
ち
の
認
識
を
示
す
も
の
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
史
實
で
あ
る
と
は
言
い
得
な
い
。

　

從
っ
て
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
天
台
教
學
が
十
分
に
廣
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
假
に
事
實
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
鑑
眞

と
そ
の
弟
子
た
ち
が
天
台
宗
を
廣
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
彼
ら
の
努
力
に
も
拘
わ
ら
ず）
31
（

、
い
ま
だ
機
が
熟
さ
な
か
っ

た
た
め
に
十
分
な
效
果
が
上
が
ら
な
か
っ
た
か
ら
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
當
に
彼
ら
の
活
動
は
實
を
結
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
點
で
注
目
す
べ
き
は
、
東
大
寺
壽
靈
（
生
歿
年
未
詳
）

の
『
五
教
章
指
事
』
で
あ
る
。
壽
靈
は
慈
訓
（
六
九
一
│
七
七
七
）
の
弟
子
で
、
こ
の
書
の
成
立
は
延
曆
年
間
（
七
八
二
│
八
〇
六
）

の
頃
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
が）
32
（

、
そ
の
中
に
十
回
に
わ
た
っ
て
智
顗
の
『
法
華
文
句
』
の
引
用
、
な
い
し
は
、
そ
れ
へ
の
言
及
が
見

ら
れ
、
同
じ
く
六
回
に
わ
た
っ
て
『
四
教
義
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る）
33
（

。
こ
れ
ら
の
文
獻
は
『
東
征
傳
』
に
鑑
眞
一
行
が
將
來

し
た
と
明
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
り）
34
（

、
し
か
も
、
石
井
公
成
氏
は
、
本
書
の
、

　

若
依
寶
積
作
此
説
者
。
驗
彼
經
文
。
都
無
此
文
。
若
依
法
華
。
驗
經
亦
無
。
驗
上
古
經
疏
。
亦
都
無
此
文
。
天
受
所
見
。
豈
勝

上
古
。
既
無
聖
教
。
何
作
妄
説
。
如
思
禪
師
智
者
禪
師
。
靈
山
聽
法
。
憶
在
於
今
。
即
作
章
疏
。
流
通
末
代
。
彼
章
疏
中
。
不
作
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是
説）

35
（

。

と
い
う
記
載
か
ら
、

　
「
上
古
經
疏
」
の
代
表
と
し
て
、
天
台
の
「
章
疏
」
が
擧
げ
ら
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。「
彼
の
章
疏
中
に
は
、
是
の
説
を
作

さ
ず
」
と
斷
言
し
て
い
る
の
は
、
壽
靈
が
天
台
の
主
な
著
作
を
す
べ
て
見
て
い
た
證
據
と
い
え
よ
う）
36
（

。

と
推
測
し
て
お
り
、
こ
の
二
書
以
外
に
も
天
台
の
典
籍
が
學
僧
の
間
で
か
な
り
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
事
實
は
天
台
の
典
籍
が
世
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
『
參
議
伴
國
道
書
』
等
の
記
載
を
覆
す
に
足
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

も
う
一
つ
、『
五
教
章
指
事
』
で
注
目
す
べ
き
は
、
本
書
で
『
法
華
經
』
や
天
台
教
學
が
重
視
さ
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
慧

思
後
身
説
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
い
う
點
で
あ
る
。
即
ち
、
石
井
氏
が
『
五
教
章
指
事
』
の
、

　

七
代
記
云
。
應
化
之
語
。
不
妄
也
。
往
生
之
身
。
不
謬
也
。
所
以
生
於
倭
國
之
王
家
。
哀
矜
百
姓
。
梁
棟
三
寶）
37
（

。

と
い
う
文
章
を
示
し
て
、

　

天
台
の
教
義
が
注
目
さ
れ
た
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
聖
德
太
子
の
慧
思
後
身
説
を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
大
寺
で
は『
聖

德
太
子
傳
』
を
著
わ
し
た
明
一
（
七
二
八
│
七
九
八
）
が
有
名
だ
が
、
明
一
よ
り
少
々
後
輩
と
思
わ
れ
る
壽
靈
が
『
七
代
記
』
を

引
用
し
て
後
身
説
を
述
べ
て
い
る
の
は
、
そ
の
天
台
重
視
の
傾
向
と
無
關
係
と
は
思
わ
れ
な
い
。
…
…
い
づ
れ
も
『
法
華
文
句
』
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と
太
子
の
疏
を
竝
記
し
、
し
か
も
何
の
評
言
も
加
え
ず
に
指
南
の
説
と
し
て
い
る
の
は
、
太
子
と
天
台
教
義
と
の
結
び
つ
き
を
確

信
し
て
い
た
證
據
と
い
え
よ
う
。『
指
事
』
に
あ
っ
て
は
、『
法
華
經
』
お
よ
び
天
台
教
義
の
尊
崇
と
聖
德
太
子
信
仰
と
は
不
可
分

の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る）

38
（

。

と
述
べ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
慧
思
後
身
説
が
天
台
宗
の
弘
布
に
繋
が
っ
た
例
と
し
て
は
、
何
と
言
っ
て
も
最
澄
そ
の
人
を
擧
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先

に
示
し
た
よ
う
に
、
彼
は
、『
付
法
緣
起
』
に
お
い
て
『
慧
思
七
代
記
』
を
引
用
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
内
容
に
問
題
の
あ
る
文
章
を

無
理
に
解
釋
し
直
す
こ
と
ま
で
し
て
慧
思
後
身
説
の
史
實
性
を
信
じ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
外
、
最
澄
は
、
晩
年
に
近
い
弘
仁

七
年
（
八
一
六
年
）
に
、
四
天
王
寺
の
上
宮
廟
に
詣
で
て
、
次
の
よ
う
な
序
文
を
有
す
る
「
求
傳
法
華
宗
詩
」
を
作
っ
た
こ
と
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。

　

今
我
法
華　

聖
德
太
子
者
。
即
是
南
嶽
慧
思
大
師
後
身
也
。
厩
戸
詫
生
汲
引
四
國
。
請
持
經
於
大
唐
。
興
妙
法
於
日
域
。
等
鐸

振
天
台
。
相
承
其
法
味
。
日
本
玄
孫
興
福
寺
沙
門
最
澄
。
雖
愚
願
弘
我
師
教
。
不
任
渇
仰
心
。
謹
奉
一
首）
39
（

。

　

こ
う
し
た
事
實
は
、
最
澄
の
全
生
涯
に
お
い
て
、
慧
思
後
身
説
が
い
か
に
大
き
な
影
響
を
與
え
た
か
を
雄
辯
に
物
語
る
も
の
だ
と
言

え
よ
う
。
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む
す
び

　

慧
思
後
身
説
に
つ
い
て
は
、
思
託
が
創
作
し
た
と
す
る
辻
善
之
助
氏
の
説
が
有
力
で
あ
っ
た
が
、
從
來
か
ら
批
判
的
見
解
も
提
起
さ

れ
て
お
り
、
特
に
近
年
、
王
勇
氏
ら
に
よ
っ
て
異
説
が
強
く
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
拙
稿
に
お
い
て
そ
の
當
否
を
檢
討
す
る
と
と

も
に
、
慧
思
後
身
説
の
起
源
に
つ
い
て
も
再
考
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
よ
う
な
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

１
．『
東
征
傳
』や『
慧
思
七
代
記
』を
根
據
に
し
て
、
慧
思
後
身
説
が
古
く
に
中
國
で
も
行
わ
れ
て
い
た
と
説
く
の
は
正
し
く
な
い
。

２
．
從
っ
て
、
慧
思
後
身
説
は
日
本
で
創
唱
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
傳
承
を
辿
る
限
り
、
鑑
眞
周
邊
で
唱
え
出
さ

れ
た
と
す
る
辻
氏
以
來
の
説
は
是
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

３
．
た
だ
し
、
辻
氏
な
ど
が
説
く
、
そ
の
創
唱
が
鑑
眞
を
誹
謗
中
傷
か
ら
守
る
た
め
で
あ
っ
た
と
す
る
説
は
、『
名
記
傳
』
や
『
東

征
傳
』
の
撰
述
問
題
と
慧
思
後
身
説
の
成
立
問
題
を
混
同
す
る
も
の
で
受
け
入
れ
難
い
。

４
．
鑑
眞
が
渡
海
を
決
意
し
た
主
た
る
目
的
は
、
佛
教
有
緣
の
國
で
あ
る
日
本
に
天
台
宗
を
廣
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
、
慧
思

後
身
説
が
唱
え
ら
れ
た
理
由
も
、
そ
れ
を
側
面
か
ら
助
け
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

５
．
鑑
眞
と
弟
子
た
ち
は
、
來
日
後
、
傳
戒
師
と
し
て
の
職
務
を
果
た
し
な
が
ら
、
慧
思
後
身
説
を
用
い
つ
つ
天
台
の
弘
布
に
努

め
た
が
、
壽
靈
や
最
澄
に
見
る
よ
う
に
、
實
際
の
と
こ
ろ
、
そ
の
試
み
は
か
な
り
の
成
功
を
收
め
た
。

　

こ
の
よ
う
に
述
べ
る
と
、
宛
も
鑑
眞
と
弟
子
た
ち
が
大
變
な
策
略
家
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
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彼
ら
は
來
日
す
る
前
か
ら
天
台
智
顗
の
豫
言
を
眞
摯
に
受
け
止
め
、
そ
れ
を
實
現
さ
せ
よ
う
と
願
う
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
、

慧
思
後
身
説
に
つ
い
て
も
、
來
日
後
、
聖
德
太
子
の
事
蹟
を
知
り
、
ま
た
、
聖
德
太
子
信
仰
の
盛
ん
な
さ
ま
を
目
の
當
た
り
に
し
て
、

心
か
ら
そ
の
よ
う
に
信
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
從
っ
て
、
彼
ら
は
、
單
に
そ
の
信
念

を
普
及
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
彼
ら
は
當
時
に
お
け
る
最
高
の
知
識
人
た
ち
で
あ
り
、
十
分

な
知
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
や
や
も
す
る
と
見
落
と
し
が
ち
に
な
る
が
、
現
代
人
と
は
全
く
異
な
る
精
神
世
界
を
生

き
て
い
た
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

註

（
１
）　

拙
稿
「
慧
思
後
身
説
は
奈
良
以
前
に
中
國
で
も
知
ら
れ
て
い
た
か
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
六
二
│

一
、
二
〇
一
三
年
）。

（
２
）　
『
寧
樂
遺
文
』
下
、
八
九
三
│
八
九
四
頁
。

（
３
）　

吉
田
一
彦
「『
異
本
上
宮
太
子
傳
』
の
寫
本
と
内
容
」（
吉
田
一
彦
編
『
變
貌
す
る
聖
德
太
子
│
日
本
人
は
聖
德
太
子
を
ど
の
よ
う
に
信
仰

し
て
き
た
か
』
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
）
一
三
五
頁
。

（
４
）　

林
幹
彌
『
太
子
信
仰
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）
一
三
三
頁
。

（
５
）　
『
傳
教
大
師
全
集
』
第
一
卷
、
五
八
二
│
五
八
三
頁
。

（
６
）　

大
正
藏
五
〇
、
五
六
二
下
│
五
六
三
下
。

（
７
）　

大
日
本
佛
教
全
書
一
一
二
、
三
八
〇
頁
。
こ
の
外
、『
上
宮
太
子
拾
遺
記
』
に
據
れ
ば
、『
付
法
緣
起
』
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
も
あ
っ
た

模
樣
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

大
師
剋
七
生
於
大
唐
。
現
一
生
於
日
本
。
位
登
初
依
。
妙
解
圓
融
。
衆
德
塵
數
。
詁
訓
何
傳
。
不
任
吟
詠
。
唱
略
讚
曰
。

　
　
　
　
　
　

魏
魏
南
岳　
　

常
持
法
華　
　

蕩
蕩
大
師　
　

恆
轉
妙
花
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夢
僧
動
眞　
　

出
居

澗　
　

天
童
侍
衞　
　

瓶
水
自
供

　
　
　
　
　
　

名
香
不
燒　
　

自
烟
爐
中　
　

明
燈
不
燃　
　

自
熟
盞
銅

　
　
　
　
　
　

雨
不
濕
衣　
　

何
由
笠
功　
　

泥
不
汚
脚　
　

豈
不
聖
躬

　
　
　
　
　
　

嫉
者
鴆
毒　
　

與
甘
露
同　
　

異
道
謀
計　
　

彌
光
師
風

　
　
　
　
　
　

禪
定
吼
號　
　

佛
法
紹
隆　
　

神
足
咲
　
　

帝
覽
乘
空

　
　
　
　
　
　

十
六
時
勝　
　

現
生
得
通　
　

法
華
三
昧　
　

即
身
圓
融

　
　
　
　
　
　

非
滅
現
滅　
　

滅
唐
禪
雄　
　

非
生
現
生　
　

生
本
王
宮

　
　
　
　
　
　

到
座
寶
塔　
　

聽
法
靈
山　
　

承
付
釋
尊　
　

傳
法
人
間

　
　
　
　
　
　

海
西
含
靈　
　

已
止
愚
頑　
　

海
東
有
識　
　

永
息
辛
艱
（
大
日
本
佛
教
全
書
一
一
二
、
二
四
三
│
二
四
四
頁
）

　
　
　

こ
の
一
部
は
、『
天
王
寺
祕
決
』（
大
日
本
佛
教
全
書
で
は
『
古
今
目
錄
抄
』
と
す
る
）
に
も
引
か
れ
て
い
る
が
（
大
日
本
佛
教
全
書
一
一
二
、

五
〇
頁
）、『
天
王
寺
祕
決
』
は
、
更
に
、『
付
法
緣
起
』
の
次
の
よ
う
な
文
章
も
傳
え
て
い
る
。

　

上
宮
太
子
。
千
年
一
聖
也
。
剋
七
生
於
西
隣
。
垂
一
影
於
東
海
。
多
寶
塔
前
。
聽
妙
法
而
發
願
。
贍
部
州
中
。
傳
蓮
華
而
利
生
。（
大

日
本
佛
教
全
書
一
一
二
、
五
〇
頁
）

（
８
）　

な
お
、
飯
田
瑞
穗
氏
は
、『
七
代
記
』
を
中
國
撰
述
と
見
做
す
一
つ
の
根
據
と
し
て
、
Ａ
の
末
尾
で
唐
の
諱
を
避
け
て
「
丙
申
」
を
「
景
申
」

と
し
て
い
る
こ
と
を
擧
げ
る
が
（
飯
田
瑞
穗
「
聖
德
太
子
慧
思
後
身
説
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
聖
德
太
子
傳
の
研
究
』
飯
田
瑞
穗
著
作
集
一
、

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
一
九
頁
）、
神
護
景
雲
二
年（
七
六
八
）五
月
十
三
日
に
稱
德
天
皇
が
発
願
し
て
書
写
さ
せ
た
、
い
わ
ゆ
る「
稱

德
天
皇
御
願
經
」（「
神
護
景
雲
經
」
と
も
）
の
願
文
に
「
景
申
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
事
實
は
、
當
時
、
日
本
の
佛
教
界
で
も
廣
く

知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
根
據
と
は
な
り
え
な
い
。

（
９
）　

こ
の
詩
は
『
經
國
集
』
と
『
傳
述
一
心
戒
文
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
扈
從
聖
德
宮
寺
」
は
前
者
の
名
稱
で
あ
る
。
今
、
序
文
を
完
備

す
る
後
者
の
本
文
を
掲
げ
れ
ば
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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景
雲
元
年
三
月
天
皇
巡
行
諸
寺
從
駕
聖
徳
太
子
寺
一
首
。
隋
代
。
南
嶽
衡
山
。
有
思
禪
師
。
常
願
言
。
我
沒
後
。
必
生
東
國
。
流
傳

佛
道
。
其
後
日
本
國
。
有
聖
徳
太
子
。
生
而
聰
慧
。
時
遣
小
野
臣
妹
子
。
聘
隋
天
子
。
即
太
子
教
妹
子
曰
。
向
其
處
取
我
持
法
華
經
并

錫
杖
鉢
來
。
妹
子
奉
教
。
尋
訪
將
來
。
時
人
皆
云
。
太
子
者
是
思
禪
師
之
後
身
也
。

　
　

南
嶽
留
禪
影　

東
州
現
應
身　

經
生
名
不
滅　

歴
世
道
彌
新

　
　

尋
智
開
明
智　

求
仁
得
至
仁　

垂
文
傳
正
法　

照
武
掃
凶
臣　

　
　

筏
實
流
千
載　

英
聲
暢
九
恨　

我
皇
欽
佛
果　

迴
駕
問
芳
因　

　
　

寶
地
香
花
積　

釣
天
梵
樂
眞　

方
知
聖
與
聖　

玄
德
永
相
隣
（『
傳
教
大
師
全
集
』
第
一
卷
、
五
九
二
頁
）

（
10
）　

大
日
本
佛
教
全
書
一
一
二
、
二
頁
。

（
11
）　

新
川
登
龜
男
『
日
本
古
代
の
對
外
交
渉
と
佛
教
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
二
一
〇
│
二
一
一
頁
。

（
12
）　

前
掲
『
日
本
古
代
の
對
外
交
渉
と
佛
教
』
二
二
四
│
二
二
五
頁
。

（
13
）　

た
だ
し
、
日
本
人
の
歴
史
認
識
は
、
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
急
速
に
進
歩
し
た
よ
う
で
あ
る
。
最
澄
が
『
續
高
僧
傳
』
の

「
慧
思
傳
」
を
引
い
て
『
慧
思
七
代
記
』
の
會
通
を
試
み
て
い
る
こ
と
は
既
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
後
に
述
べ
る
壽
靈
に
つ
い
て
も
、『
七

代
記
』
の
慧
思
後
身
説
を
引
く
前
に
、『
續
高
僧
傳
』
の
「
慧
思
傳
」
を
引
い
て
お
り
（
大
正
藏
七
二
、
二
二
三
中
│
下
）、
そ
の
矛
盾
に
氣

づ
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
14
）　
『
寧
樂
遺
文
』
下
、
八
九
二
頁
。

（
15
）　

拙
稿
「『
異
本
上
宮
太
子
傳
』
の
成
立
と
流
布
」（『
東
洋
學
研
究
』
五
一
、
二
〇
一
四
年
）
を
參
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
16
）　

前
掲
「
聖
德
太
子
慧
思
後
身
説
の
成
立
に
つ
い
て
」
三
一
四
頁
。

（
17
）　
『
異
本
上
宮
太
子
傳
』、
な
ら
び
に
そ
れ
に
含
ま
れ
る
『
厩
戸
皇
太
子
傳
』、『
慧
思
七
代
記
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
註
（
15
）
の
拙
稿
を
參
照
。

（
18
）　
『
名
記
傳
』
の
成
立
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
鑑
眞
の
歿
年
前
後
の
成
立
と
見
ら
れ
る
。

（
19
）　

藏
中
し
の
ぶ
『『
延
曆
僧
錄
』
注
釋
』（
大
東
文
化
大
學
東
洋
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）
八
一
頁
。
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（
20
）　

辻
善
之
助
「
聖
德
太
子
慧
思
後
身
説
に
關
す
る
疑
」（『
日
本
佛
教
史
研
究
』
第
三
卷
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
七
頁
。

（
21
）　

前
掲
「
聖
德
太
子
慧
思
後
身
説
の
成
立
に
つ
い
て
」
三
一
六
頁
。

（
22
）　

藏
中
進
「「
唐
大
和
上
東
征
傳
」
の
方
法
│
思
託
撰
三
卷
本
「
廣
傳
」
か
ら
元
開
撰
一
卷
本
「
東
征
傳
」
へ
」（『
國
語
と
國
文
學
』
昭
和

四
十
三
年
十
一
月
號
、
一
九
六
八
年
）
一
六
頁
。

（
23
）　

註
（
１
）
に
掲
げ
る
拙
稿
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
24
）　

大
正
藏
五
一
、
九
九
三
上
。

（
25
）　

前
者
に
つ
い
て
は
、「
天
台
沙
門　

釋
思
詫
撰
」
の
撰
號
が
あ
る
（
大
日
本
佛
教
全
書
一
一
二
、
一
頁
）。
ま
た
、『
聖
徳
太
子
平
氏
傳
雜
勘
文
』

に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　

上
宮
皇
太
子
菩
薩
傳
一
卷
出
延
曆
僧

錄
第
二
卷

　
　
　
　
　
　

天
台
沙
門
釋
思
詫
撰
（
大
日
本
佛
教
全
書
一
一
二
、
一
四
一
頁
）

　
　
　

一
方
、
後
者
に
つ
い
て
は
、『
聖
徳
太
子
平
氏
傳
雜
勘
文
』
に
「
大
唐
傳
戒
師
僧
名
記
大
和
上
鑒
眞
傳 

天
台
沙
門

釋
思
託　

」
と
し
て
、
そ
の
文
章
を

掲
げ
て
い
る
の
を
參
照
さ
れ
た
い
（
大
日
本
佛
教
全
書
一
一
二
、
二
二
七
頁
）。

（
26
）　

大
正
藏
五
一
、
九
九
三
下
。

（
27
）　

島
地
大
等「
東
大
寺
法
進
の
教
學
に
就
て
」（
根
本
誠
二『
奈
良
時
代
の
僧
侶
と
社
會
』雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）、
な
ら
び
に
、
曽
根
正
人「
唐

僧
法
進
の
沙
彌
戒
と
沙
彌
像
│
『
沙
彌
十
戒
竝
威
儀
經
疏
』
を
巡
っ
て
」（
薗
田
香
融
編
『
日
本
佛
教
の
史
的
展
開
』
塙
書
房
、
一
九
九
九
年
）

七
一
頁
を
參
照
。

（
28
）　

王
勇
『
聖
德
太
子
時
空
超
越
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
四
年
）
一
三
六
頁
。

（
29
）　

前
掲
『
聖
德
太
子
時
空
超
越
』
一
二
八
│
一
二
九
頁
。

（
30
）　

前
掲
『
聖
德
太
子
時
空
超
越
』
一
二
三
頁
。

（
31
）　

鑑
眞
門
下
の
天
台
宗
の
布
教
活
動
に
つ
い
て
は
、
別
に
論
ず
る
豫
定
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
の
論
及
は
行
わ
な
い
。
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（
32
）　

石
井
公
成
「
奈
良
朝
華
嚴
學
の
研
究
（
一
）
│
壽
靈
『
五
教
章
指
事
』
を
中
心
と
し
て
」（『
華
嚴
學
研
究
』
一
、
一
九
八
七
年
）
に
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

壽
靈
が
慈
訓
か
ら
教
え
を
受
け
た
の
で
あ
れ
ば
、『
指
事
』
成
立
の
下
限
は
自
づ
と
定
ま
っ
て
來
る
。
慈
訓
が
没
し
た
時
、
壽
靈
が

三
〇
才
で
あ
っ
た
と
し
、
六
〇
才
で
『
指
事
』
を
著
わ
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
弘
仁
八
年
（
八
〇
七
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
最
澄

が
『
照
權
實
鏡
』
を
書
い
て
德
一
と
論
爭
を
開
始
し
た
年
と
な
る
が
、
實
際
に
は
そ
れ
よ
り
も
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、『
指

事
』
は
通
説
の
如
く
、
奈
良
朝
末
期
か
ら
平
安
の
初
期
に
か
け
て
成
立
し
た
も
の
と
見
る
の
が
妥
當
で
あ
る
。（
七
七
頁
）

　
　
　

た
だ
し
、
こ
こ
に
い
う
「
弘
仁
八
年
」
は
「
大
同
二
年
」
の
誤
り
と
見
る
べ
き
で
、
從
っ
て
、
そ
れ
は
最
澄
が
德
一
と
論
爭
を
始
め
た
年

と
も
一
致
し
な
い
が
、『
五
教
章
指
事
』
が
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
以
前
の
成
立
と
い
う
點
は
十
分
に
首
肯
で
き
る
。

（
33
）　

高
原
淳
尚「
壽
靈『
五
教
章
指
事
』の
教
學
的
性
格
に
つ
い
て
」（『
南
都
佛
教
』五
九
、
一
九
八
八
年
）附
錄「
引
用
お
よ
び
指
示
文
獻
一
覽
表
」。

（
34
）　

大
正
藏
五
一
、
九
九
三
上
。

（
35
）　

大
正
藏
七
二
、
二
一
二
下
。

（
36
）　

前
掲
「
奈
良
朝
華
嚴
學
の
研
究
（
一
）
│
壽
靈
『
五
教
章
指
事
』
を
中
心
と
し
て
」
九
一
頁
。

（
37
）　

大
正
藏
七
二
、
二
二
三
中
│
下
。

（
38
）　

前
掲
「
奈
良
朝
華
嚴
學
の
研
究
（
一
）
│
壽
靈
『
五
教
章
指
事
』
を
中
心
と
し
て
」
八
五
│
八
六
頁
。

（
39
）　
『
傳
述
一
心
戒
文
』
所
引
。『
傳
教
大
師
全
集
』
第
一
卷
、
五
九
一
頁
。

　
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説　

慧
思
七
代
記　

鑑
眞　

最
澄　

天
台
宗


